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 ７月２日（土）から３日（日）にかけ、第３回全国

手をつなぐ育成会連合会全国大会〔神奈川大会〕が横

浜市にて開催されました。今回は「誕生した大切な命

だから 一人ひとり充実した一生を！」を大会テーマ

として、全国からの参加者約２,５００名が集い２日

間の日程で行なわれました。大阪市育成会からは１０

名の会員、４名の職員、本人１１名が参加しました。 

今月号と来月号の２回にわたり大会レポートを掲

載させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  なお、今回の 

大会では、わか 

たけ会支部の 

松本 太仁男さ 

んが育成会に 

対する長年の 

功績を称えら 

れ、全国手をつ 

なぐ育成会連 

合会より感謝 

状の授与があ 

りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 第１分科会では、明星大学 人文学部 福祉実践学科教

授の吉川かおり氏から「親の幸せ、子供の幸せ」をテー

マに基調講演がありました。 

冒頭、吉川先生から次の３つ問題提起がありました。 

１．生きにくさは、障がいのある人とその家族だけ

なのか？ 

２．家族の責任はどこまでか？ 

３．幸せの実感はどうやったらつかめるのか？ 

 その後の講演の中では、これらの３つの問題に対し、

解決していくためのお話しがありました。 

問題提起の１つ目の「生きにくさは、障がいのある人

とその家族だけなのか？」という点については、「その人

らしい暮らし」をキーワードに解説がありました。 

暮らしの基盤は、全ての人にとって必要な事になりま

す。それは豊かな生活体験（探る、遊ぶ、つくる、学ぶ、

感じる、考える）をすることにより、自己肯定、自尊感

情、生活スキル、見通しを持つことになり、これらを基

に安心感や安全が得られることになります。しかし、こ

れらが円滑になるのを妨げているものが「障がい」です。

本人や家族を取り巻く環境が障がいを作るとも言われて

います。子どもに障がいがある事によって不安が大きい

中、親業の学習として、障がいの対応スキルや自分の人

生の意味づけについて学んでいきます。その手順として

は、サービスと相談場所を利用しながら、幸せの再構築

を図っていきます。次の段階として子離れの時期にさし

かかると、自分の人生と子供の人生を考え「保護から見

守りへ」のスタンスの変化への適応を図るようになりま

す。アイデンティティの再構築（自分は何者か・何のた 

大阪市手をつなぐ育成会 法人理念 

障がいのある人が 安心して 心豊かに すごせるように 

第３回全国手をつなぐ育成会連合会全国大会 
〔神奈川大会〕が開催されました（前編） 

第１分科会 
「大切な命を授かって生まれる」 
 ～家族支援と本人支援のバランスを考える～  

に参加して 

東成区支部（ふりーすぺーすＳＵＮ） 藤原 鈴子 

 

 

 

 

 

 


